
 10月19日に行われた標記の会の総

会では、この間在来線存続運動の先

進として各県の運動をリードしてき

た富山県の経験を基に、今後の運動

の方向性が指し示されました。 

 講演したのは、｢公共交通をよく

する富山の会｣世話人で富山高等専

門学校准教授の岡本勝規氏です。 

 氏は、まず並行在来線

の諸問題が、ＪＲから経

営分離されることによる

ものであることを率直に

指摘し、各地での経営分

離の影響と、それに対す

る市民運動の発展状況を、まず紹介

しました。 

 次に、現在の市民運動の到達点

を、｢電車の維持｣｢複線･電化の維

持｣｢列車本数の増便｣｢他社路線との

接続｣｢運賃｣｢乗り継ぎ時の初乗り割

引｣などの視点で分析しました。富

山では、これらのうち、電車の維持

などいくつかの点で成果があるもの

の、運賃が新潟県と異なり1.15倍に

なるなど不十分な点もあることを報

告しました。 

 そして、こうした積み残し課題が

多い中、改善を求める市民の側と、

限られた資源の中で経営バランスを

とろうとする会社や行政の側で、今

後は対立するのではなく、力を合わ

せて限界を超えることこそ必要であ

り、ともに国とＪＲに向かっていく

ことが大事だと強調しました。 
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介
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な
お
、
市
内
で
は
、
多
く
の
タ

ク
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会
社
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独
自
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と
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ニ
ア
パ
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行
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。 
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 10月23日、｢特定秘密保護法案｣に反対する緊急集会が、雁

木通りプラザで行われました。 

 この法案は、｢秘密の範囲｣がきわめて曖昧で不明確なこと

から、あらゆる事項が秘密の対象とされる危険性がありま

す。その結果、政府に都合のわるい情報はすべて秘密とされ

て、国民の目から隠されるおそれがあります。 

 集会は、馬場秀幸弁護士と片岡豊･元作新学院大学教授の

呼びかけで行われました。冒頭の両氏による力の入った挨拶

と基調報告で、会場いっぱいの100人を超える参加者全員が

廃案にするまでがんばることを決意し合いました。また、

｢緊急集会決議｣を採択して国会などへ送ることにしたほか、

市議会にも意見書採択の請願を行うことを確認しました。 

片岡元教授の基調報告 


